
 

 

P.31 g µνが２階反変テンソルであることの証明（§7．スカラー,ベクトル,テンソル） 

 
（証明）本文記載の定義およびδµ
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一方、 gµν の一般座標変換は 
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で表される。また g µνが２階反変テンソルであると仮定すれば 
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が成り立つはずである。②と③を掛け合わせて 
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だから、④は 
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となって①と同じ結果を得る。この結果は仮定③が真であるときにしか成立しない。した
がって、 gµν の逆行列成分 g µνは２階反変テンソルである、ということになる。  ◆ 

 


